





































































































ログラムとしては，例えば Second Step（Frey, 


















































































































































































































第 1課程 気づき 行動パターンに気づき，キレそうなときの応急対応「ストレ
スマネージメント」を学ぶ。
第 2課程 知的理解 行動を選んでいる「考え方」と「メリットとデメリット」を
理解し，「考え方」を変える。
第 3課程 感情的な受容 自分の考え方や感じ方の特性を理解し，ありのままの自分を
受容する。
第 4課程 新しい行動パターンの習得 適切な気持ちや欲求の表現方法「ソーシャルスキル」を学ぶ。























とされており（Powell & Voeller, 2004），行動
制御や情動制御を司る前頭葉は，成熟するま
で他のほとんどの脳部位よりも時間がかかり
（Krasnegor, Lyon, & Goldman-Rakic, 1997），低
Table 2　個別 Dプログラムと予防用 Dプログラムの違い





























































































































































Table 4　行動形成段階による欲求の折り合いの付け方（本田 , 2014を元に作成）
行動形成の段階 欲求の状態
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